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新
年
明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
、
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

政
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
市
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
皆
様
に
は
、
格
別
の
ご
協
力
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
げ
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
願
い
い
た
し
ま
す
。　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
て
、
北
名
古
屋
市
で
は
、
昨

年
の　

月
末
、
多
く
の
市
民
の
ご
賛
同
を
得
て
、
国
際
交
流
協
会

を
設
立
い
た
し
ま
し
た
。

　

皆
様
ご
存
知
の
よ
う
に
、
通
信
網
、
交
通
網
の
急
速
な
発
展
に

よ
り
、
地
球
は
狭
く
な
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
が

進
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
の
流
れ
は
、
新
た
な
文
化
を
創
造
し
、
人

類
の
可
能
性
を
高
め
る
な
ど
歓
迎
す
べ
き
面
も
あ
り
ま
す
が
、
反

面
、
こ
れ
に
伴
う
摩
擦
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
登
録
外
国
人
は
、
1
5
0
0
名
を
数
え
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
市
民
も
企
業
も
、
海
外
へ
出
て
行
く
機
会
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
文
化
が
異
な
る
人
々
と
、
ど
の
よ
う
に
地
域
で
付
き
合
っ
て
い

く
か
、
共
生
し
て
い
く
か
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
課
題
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
お
互
い
の
文
化
を
知
り
、
お
互
い
を
理
解
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
本
協
会
は
、
こ
う
し
た
異
文
化
と
の
共
生
を
円

滑
に
進
め
る
と
と
も
に
、
市
民
レ
ベ
ル
の
交
流
を
支
援
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
国
際
理
解
を
深
め
、
国
際
平
和
を
促
進
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。
市
民
、
団
体
、
企
業
な
ど
の
幅
広
い
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、
事
業
展
開
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

国
際
交
流
協
会
に

　

ご
支
援
ご
協
力
を

　
　
　
　
　
　

  

北
名
古
屋
市
長　

長
瀬　

保
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会
長
あ
い
さ
つ

市
国
際
交
流
協
会
が

　
　
　

設
立
さ
れ
ま
し
た

　　

平
成　

年　

月　

日
に
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

も
え
の
丘
ふ
れ
あ
い
健
康
ル
ー
ム
に
お
い
て
、
北

名
古
屋
市
国
際
交
流
協
会
設
立
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
総
会
当
日
は
、
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約

名
の
会
員
の
出
席
が
あ
り
、
予
定
し
て
い
た
議

事
も
す
べ
て
承
認
さ
れ
、
北
名
古
屋
市
国
際
交
流

協
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
日
、
個
人
会
員
、

法
人
・
団
体
会
員
の

皆
様
方
の
ご
支
援
に

よ
り
、
北
名
古
屋
市

国
際
交
流
協
会
が
、

誕
生
し
ま
し
た
。

　

近
年
の
国
際
交
流

で
は
、
外
国
と
の
交

流
だ
け
で
な
く
、
地
域
に
生
活
す
る
外
国
人
を
対

象
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

北
名
古
屋
市
に
お
い
て
も
、
外
国
人
が
増
加
し
、

海
外
都
市
と
の
交
流
以
上
に
、
地
域
に
生
活
し
て

み
え
る
外
国
人
と
、
ど
の
よ
う
な
関
係
を
結
ん
で

い
く
か
が
、
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
中
で
、
す
で
に
国
際
交
流
の
場
で
、

ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
の
教
え
を
い
た
だ
き
、

ま
た
、
国
際
交
流
の
先
進
地
で
の
活
動
等
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
こ
の
北
名
古
屋
市
に
根
付
い
た
組

織
を
つ
く
り
、
活
動
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
市
民
、
団
体
、
企
業
な
ど
幅
広
い

支
援
を
得
て
、
地
域
の
活
性
化
と
国
際
平
和
に
寄

与
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
長
あ
い
さ
つ

　
　
　

北
名
古
屋
市
国
際
交
流
協
会

　
　
　
　
　

会　

長　
　

水
田　

育
男

北名古屋市国際交流協会設立総会の様子
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小
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正
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辻
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隆
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原
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久
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大
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眞
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監　
　

事　

松
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弘
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協
会
設
立
記
念
講
演
と

　
留
学
生
に
よ
る

　
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

総
会
終
了
後
、
名
古
屋
大
学
の
鎌
田
隆
行
先
生

に
よ
る
記
念
講
演
が
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
留
学
時
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
、
文
化
の
違
い
に
つ

い
て
の
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後

「
外
国
人
か
ら
見
た
ふ
し
ぎ
な
国
ニ
ッ
ポ
ン
」
と
題

し
て
、
韓
国
、
中
国
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、

エ
ジ
プ
ト
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
留
学
生
に
よ
る
、

教
育
問
題
や
都
市
と
地
域
と
の
格
差
、
こ
の
地
域

の
い
い
所
な
ど
、
身
近
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

パネルディスカッション

 鎌田隆行先生
（名古屋大学大学院文学研究科専任講師）

募

集

　

北
名
古
屋
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
日
本
語
が
わ

か
ら
な
く
て
困
っ
て
い
る
外
国
人
を
助
け
る
た
め
の

語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ま
た
、
国
際
交
流
に
興
味
が

あ
り
イ
ベ
ン
ト
等
の
補
助
が
で
き
る
方
を
募
集
し
ま

す
。

　

応
募
は
、
原
則
と
し
て　

歳
以
上
の
方
で
、
北
名

古
屋
市
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方
と
し
ま
す
。

　

国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

市
国
際
交
流
協
会

　
　
　
　
　
（
市
役
所
西
庁
舎　

人
事
・
秘
書
グ
ル
ー
プ
）

　

平
成　

年
6
月　

日
か
ら
9
月　

日
ま
で
、
ス
ペ
イ

ン
の
サ
ラ
ゴ
サ
市
で
開
催
さ
れ
る
国
際
博
覧
会
に
、

児
童
生
徒
の
絵
を
展
示
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

愛
知
万
博
で
企
画
さ
れ
た
、
子
ど
も
た
ち
の
絵
画
展

示
を
、
サ
ラ
ゴ
サ
万
博
で
も
、
交
流
の
輪
を
つ
な
げ

て
い
く
事
業
と
し
て
、
実
施
す
る
も
の
で
す
。
市
内

の
小
中
学
校
に
在
学
の
方
は
、
学
校
を
通
し
て
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ　

水
の
あ
る
風
景

対　
　

象　

市
内
在
住
の
小
・
中
学
生

画　
　

材　

絵
の
具
・
ク
レ
ヨ
ン
な
ど
自
由

用　
　

紙　

四
つ
切
り(

5
4
0

　
　 ×

3
8
0　
　

)

募
集
期
間　

平
成　

年
1
月　

日
か
ら
1
月　

日
ま
で

問
合
せ　

市
国
際
交
流
協
会

　
　
　
　
　
（
市
役
所
西
庁
舎　

人
事
・
秘
書
グ
ル
ー
プ
）

m
m

m
m

子
ど
も
た
ち
の
絵
画
募
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
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30

18

14



4

Information

講

座

講

座座

韓
国
語
講
座

と
き
・
と
こ
ろ　

①
平
成

　

年
2
月　

日(

土)　

午
前　

時
か
ら
午
前　

時　

分
ま
で

　
　
　
　
　
　

文
化
勤
労
会
館　

小
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　

②
平
成　

年
3
月　

日(

土)　

午
後
2
時
か
ら
午
後
3
時　

分
ま
で

　
　
　
　
　
　

も
え
の
丘　

ふ
れ
あ
い
健
康
ル
ー
ム

対　
　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

内　
　

容　

生
活
習
慣
・
文
化
の
違
い
、
外
国
人
と
の
付
き
合
い
方
、

　
　
　
　
　

ま
た
国
際
交
流
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
。

講　
　

師　

ジ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ス
ラ
イ
ト
氏

受
講
料　

無
料

定　
　

員　
　

名
（
一
般　

名　

会
員　

名
）

申
し
込
み　

平
成　

年
1
月
 
日（
金
）ま
で
に
郵
便
は
が
き
に
住
所
、

　
　
　
　
　

氏
名
、
電
話
番
号
、
会
員
・
非
会
員
の
別
を
記
入
し
、

　
　
　
　
　

左
記
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

応
募
者
が
定
員
を
超
え
る
と
き
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

当
選
者
の
み
個
々
に
ご
連
絡
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

〒
4
8
1　
8
5
3
1

　

　
　
　
　
　

北
名
古
屋
市
役
所
西
庁
舎　

北
名
古
屋
市
国
際
交
流
協
会

　
　
　
　
　

国
際
理
解
講
座
係
（
人
事
・
秘
書
グ
ル
ー
プ
）

　

1
9
6
2
年
ア
メ
リ
カ
オ
レ
ゴ
ン
州
生
ま
れ
、
南
山
大
学
経
営
学
部
を
卒
業
、
名

古
屋
大
学
大
学
院
生
命
農
学
研
究
科
卒
業
、
農
学
博
士
。
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
、
ツ
リ
ー

ク
ラ
イ
マ
ー
と
し
て
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
番
組
に
出
演
、

現
在
瀬
戸
市
に
廃
材
の
味
噌
樽
を

利
用
し
て
建
て
た
家
と

ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
を
造
り

自
然
の
中
で
の
子
育
て
に
挑
戦
中
。

国
際
理
解
講
座

ジョン・
ギャスライトの

国
際
的
な
感
覚
を
養
い
、理
解
を
深
め
る
た
め
に
、

国
際
理
解
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

外
国
の
文
化
を
理
解
す
る
た
め
に
、

外
国
語
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
韓
国
語
で
す
。

※

2
回
通
し
て
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

ジ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ス
ラ
イ
ト
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

会員募集

　市国際交流協会では、市内にお住まいの外国人や海外
の都市などとの文化交流、地域交流、国際理解などの国
際交流事業に積極的に取り組んでいきます。協会の趣旨
に賛同し、ご協力、ご支援いただける個人、法人、団体
の会員を募集しています。

■ 個人会費　2,000 円（年額・1口）
■ 団体会員　5,000 円（年額・1口）
■ 法人会員　5,000 円（年額・1口）
申し込み　市国際交流協会
　　　　　（市役所西庁舎3階　人事・秘書グループ）　　　　　　　　　　　

　発行者　北名古屋市国際交流協会（市役所西庁舎　人事・秘書グループ）
☎（0568）22－1111　内線 315 
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と
き
・
と
こ
ろ

昼
間
の
部　

平
成　

年
2
月
7
日
か
ら　

　
　
　
　
　

毎
週
木
曜
日(

8
回)　

　
　
　
　
　

午
後
2
時
か
ら
4
時
ま
で

　
　
　
　
　

東
公
民
館
（
視
聴
覚
室
）

夜
間
の
部　

平
成　

年
2
月
6
日
か
ら　

　
　
　
　
　

毎
週
水
曜
日(

8
回)

　
　
　
　
　

午
後
7
時
か
ら
9
時
ま
で

　
　
　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
西
庁
舎
分
館
３
階
）

対　
　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

内　
　

容　

韓
国
語
講
座
（
初
級
）

受
講
料　

一
般　

各
部　

5
0
0
0
円

　
　
　
　
　

 

会
員　

各
部　

4
0
0
0
円

　
　
　
　
　
　

※

一
般
・
会
員
と
も
に
教
材
費
が

　
　
　
　
　
　
　

別
途
必
要
と
な
り
ま
す
。

定　
　

員　

各
部　

名
（
先
着
順
）

申
し
込
み　  

平
成　

年
1
月
 
日（
火
）か
ら

　
　
　
　
　

窓
口
受
付
開
始
。

　
　
　
　
　

受
講
料
を
添
え
て
左
記
ま
で
お
申
し
込
み

　
　
　
　
　

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

受
講
開
始
後
は
、受
講
料
は
返
還
し
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　

市
国
際
交
流
協
会

　
　
　
　
　
（
市
役
所
西
庁
舎
3
階　

人
事
・
秘
書
グ
ル
ー
プ
）
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